
来
賓
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

加
藤
丈
晴
弁
護
士
が
今
回
の

裁
判
の
意
味
と
判
決
の
内
容

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

｢

北
海
道
で
は
、
２
０
１
５
年

に
、
６
５
３
名
の
原
告
が
札

幌
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
、

年
に
わ
た
る
法
廷
闘
争
を

10経
て
、
２
０
２
５
年
７
月
１

日
に
、
最
高
裁
判
所
第
三
小

法
廷
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。

国
の
主
張
を
そ
の
ま
ま

認
め
る
不
当
判
決

そ
の
内
容
は
広
範
な
立
法

裁
量
を
認
め
た
堀
木
訴
訟
最

高
裁
大
法
廷
判
決
を
維
持
し
、

『
世
代
間
の
公
平
』
や
『
年

金
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確

保
す
る
』
と
い
う
国
の
主
張

を
そ
の
ま
ま
認
め
、｢

憲
法
25

条
、

条
に
違
反
す
る
も
の

29

と
は
い
え
な
い｣

と
判
断
し
た

第
二
小
法
廷
判
決
を
踏
襲
し
、

私
達
の
主
張
を
す
べ
て
排
斥

す
る
上
告
棄
却
判
決
で
し
た
。

最
高
裁
が
、
大
法
廷
に
回

付
せ
ず
、
口
頭
弁
論
も
開
か

な
い
ま
ま
上
告
棄
却
の
判
決

を
言
い
渡
し
た
こ
と
は
、
『
憲

法
の
番
人
』
と
し
て
の
自
ら

の
役
割
を
放
棄
し
た
も
の
で

あ
り
、
強
く
抗
議
す
べ
き
も

の
で
す
。

最
低
保
障
年
金
制
度
の

創
設
が
共
通
認
識
に

し
か
し
、｢

裁
判
を
通
じ
、

『
最
低
保
障
年
金
制
度
』
の

創
設
を
は
じ
め
、
生
活
出
来

る
公
的
年
金
制
度
の
確
立
が

若
者
を
含
め
た
共
通
の
課
題

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
こ

の
裁
判
の
大
き
な
成
果
と
言

え
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
人
の
原
告
が

報
告
し
、
土
本
原
告
団
共
同

代
表
が
抗
議
声
明
を
読
み
上

げ
、
吉
岡
書
記
長
が
行
動
提

起
を
行
い
、
報
告
集
会
を
終

え
ま
し
た
。

｢

年
金
裁
判
を
支
援
す

る
会｣

を
解
散

引
き
続
き
、｢

道
年
金
裁
判

を
支
援
す
る
会｣

総
会
を
開
催

し
、
吉
岡
書
記
長
が
裁
判
闘

争
の
終
了
に
伴
い｢

支
援
す
る

会｣

を
解
散
す
る
こ
と
、
裁
判

報
告
集
を
作
成
す
る
こ
と
、

残
務
処
理

は
年
金
者

組
合
北
海

道
本
部
が

引
き
継
ぐ

こ
と
な
ど

を
確
認
し
、

総
会
を
終

了
し
ま
し

た
。

８
月

日
は
終
戦
記

15

念
日
。
ア
ジ
ア
で
２
０

０
０
万
人
、
日
本
人
３

１
０
万
人
の
命
が
奪

わ
れ
た
侵
略
戦
争
を

二
度
と
お
こ
し
て
は

な
り
ま
せ
ん
▼
今
だ
に
侵
略

戦
争
を
美
化
す
る
集
団
が
、

東
京
九
段
北
の
靖
国
神
社
に

参
拝
し
た
。
そ
の
中
に
現
職
の

閣
僚
２
名
、
元
閣
僚
が
大
挙
参

拝
。
ま
た
、
参
政
党
の
国
会
議

員

名
全
員
、
更
に
地
方
議

18
員
合
わ
せ

名
が
記
念
撮
影
。

88

犠
牲
に
な
っ
た
人
た
ち
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
▼
広
島
・
長
崎
市
長
は
平

和
式
典
で
二
度
と
核
兵
器
は

使
用
し
な
い
で
欲
し
い
、
日
本

は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
に
加
盟
し
、
政

府
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
だ

と
訴
え
ま
し
た
▼
年
金
者
組

合
は
平
和
が
あ
っ
て
こ
そ
命
と

生
活
が
守
ら
れ
る
と
日
常
活

動
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
組
合

員
の
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

(

土
本)

札幌手稲支部
高際洋子
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年金引下げ違憲訴訟最高裁判決報告集会開く
道
年
金
者
組
合
ニ
ュ
ー
ス

裁判糧に生活出来る年金制度の実現を

原 生 林

７月１日、最高裁で上告棄却の不当判決が下されました。それを受けて8
月７日に北海道訴訟原告団・弁護団、年金裁判を支援する会、年金者組合北
海道本部の主催で最高裁判決報告集会を行いました。その後、年金裁判を支
援する会総会を開催しました。

加 藤 丈 晴 弁 護 士

抗議声明を読み上げる土本原告

共同代表

当日の会場の様子



終
戦
の
日
と
重
な
る
８
月

日
の
年
金
支
給
日
宣
伝
は
、

15平
和
を
願
う
行
動
と
合
わ
せ

て
、
各
支
部
で
多
彩
な
取
り

組
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

石
狩
支
部
が
初
め
て

年
金
支
給
日
宣
伝

こ
の
５
月
に
再
建
し
た
ば

か
り
の
石
狩
支
部
が
、
８
月

日
に
初
め
て
の
年
金
支
給

15日
宣
伝
行
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
７
名
が
参
加
し
て
、
ビ

ラ
を

枚
撒
き
、

筆
の
署

20

17

名
を
集
め
ま
し
た
。
川
俣
書

記
長
は｢

石
狩
支
部
と
し
て
初

め
て
の
取
り
組
み
な
の
で
ほ

っ
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

お
盆
の
最
中
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
出
来
な
い
方
も
い
た
が
、

次
回
は
よ
り
多
く
の
参
加
で

取
り
組
み
た
い｣

と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。

旭
川
支
部

赤
紙
配

布
と
宣
伝
行
動

他
団
体
と
共
同
し
て

名
35

で｢

赤
紙｣

配
布
行
動
を
し
ま

し
た
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
を
行

な
い
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴

え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
場
所

を
変
え
、
９
名
の
参
加
で
年

金
支
給
日
宣
伝
行
動
を
行
な

い

筆
の
署
名
が
集
り
ま
し

14
た
。

室
蘭
支
部

度
に
迫

30

る
暑
さ
の
中

名
参
加

10

共
産
党
の
議
員
も
駆
け
つ

け
終
戦
記
念
日
の
宣
伝
を
行

い
な
が
ら
、
組
合
員
が
マ
イ

ク
で
年
金
の
大
幅
引
き
上
げ

を
訴
え
ま
し
た
。

度
前
後

30

の
暑
さ
の
中
、

名
が
参
加

10

し
ま
し
た
。

余
市
支
部｢

改
憲
許
す

な｣

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

日｢

改
憲
許
す
な｣

の
横

10
断
幕
を
中
心
に
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

十
勝
支
部

岡
本

顕
さ
ん

被
爆
者
の｢

死
ん
で
し
ま
い

た
い
と
い
う
気
持
ち
を
押
し

止
め
、
こ
の
地
獄
の
よ
う
な

現
状
を
誰
が
伝
え
る
の
か
？

と
の
思
い
か
ら
生
き
て
き
た｣

と
の
話
に
は
、
ぐ
っ
と
こ
み

上
げ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

平
和
へ
の
志
を
持
つ
世
界
中

の
人
た
ち
と
共
有
で
き
る
こ

の
場
に
い
る
こ
と
に
、
感
動

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

才
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま

80

だ
ま
だ
が
ん
ば
ら
ね
ば
と
元

気
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
来
ま

し
た
。

網
走
支
部

村
椿

直
子
さ
ん

大
会
に
参
加
し
現
地
で
書
い

た
絵
手
紙
で
す
。

旭
川
支
部

木
村
恵
美
子
さ
ん

被
団
協
の
被
爆
者

の
方
々
か
ら
、
原
爆

被
害
の
凄
惨
で
む
ご

た
ら
し
い
実
相
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
に
住
む
私
た
ち

は
、
非
人
間
的
な
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を

多
く
の
人
に
伝
え
、

日
本
政
府
が
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
・

批
准
す
る
こ
と
を
訴

え
続
け
な
け
れ
ば
と

の
思
い
を
強
く
し
ま

し
た
。

８
・

年
金
支
給
日
宣
伝
行
動

15支
部
が
実
施
２
４
５
筆
の
年
金
署
名
集
約

25
右
は
石
狩
支
部
再
建
後
初
め
て

の
宣
伝
署
名
行
動

北
海
道
平
和
美
術
展
に

札
幌
中
央･

札
幌
白
石
支
部
が
出
展

第

回
北
海
道
平
和
美
術
展
が
札
幌
市
民
ギ
ャ

49

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
札
幌
白
石
支
部
と
札

幌
中
央
支
部
の
組
合
員
が
出
展
し
ま
し
た
の
で
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。 被

爆

年
原
水
禁
世
界
大
会

80
長
崎
大
会
参
加
者
の
声
を
紹
介
！

札
幌
白
石
支
部

福
重
紀
代
子

｢

戦
火
の
中
を
さ
ま
よ
う｣

余市支部のスタンディング札幌中央支部 奥井登代
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札
幌
中
央
支
部

斉
藤
勝
代

札
幌
中
央
支
部

山
口
重
宏



７
月

日
、
音
更
町
役
場

28

か
ら
保
健
福
祉
部
長
、
同
福

祉
課
長
、
高
齢
者
福
祉
課
長

が
、
支
部
か
ら
は
支
部
長
、

書
記
長
、
副
支
部
長
が
出
席

し
、
補
聴
器
購
入
費
の
助
成

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

深
谷
保
健
福
祉
部
長
か
ら

年
金
者
組
合
の
要
請
に
つ
い

て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

①
現
時
点
で
助
成
実
施
の
予

定
は
な
い
。

②
助
成
に
つ
い
て
国
や
道
で

助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
な

い
こ
と
、

難
聴
と
認

知
症
の
関

係
が
明
確

で
な
い
。

ほ
か
の
障

害
と
の
バ

ラ
ン
ス
か

ら
補
聴
器

助
成
制
度

を
考
え
る

に
至
ら
な

い
と
大
変

音更町と音更支部との懇談会

残
念
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
か
ら
は｢

難
聴

が
あ
る
と
知
識
力
と
情
報
処

理
の
ス
ピ
ー
ド
が
低
下
し
や

す
く
認
知
症
の
危
険
因
子
と

な
る
が
、
補
聴
器
を
使
用
す

る
こ
と
で
知
識
力
の
低
下
が

制
限
さ
れ
る｣

と
資
料
を
示
し

て
訴
え
ま
し
た
が
、｢

難
聴
は

認
知
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す｣

と
の
共
通
認
識
を
持
つ
ま
で

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

聞
こ
え
な
い
こ
と
で
社
会

参
加
が
出
来
な
く
な
る
こ
と

は
損
失
で
あ
り
、｢

孤
独
・
孤

立
化
対
策
推
進
法｣

を
活
用
出

来
な
い
か
、
聴
力
検
査
を
町

の
健
診
に
加
え
て
は
ど
う
か

な
ど
提
案
し
ま
し
た
。

最
後
に
懇
談
の
内
容
は
署

名
に
協
力
し
て
く
れ
た
老
人

ク
ラ
ブ
に
も
共
有
す
る
事
を

伝
え
て
終
了
し
ま
し
た
。

８
月
９
日
、
広
島
・
長
崎

の
原
爆
犠
牲
者
を
追
悼
す
る

｢

お
た
る
運
河
平
和
灯
ろ
う
流

し

｣

が

行
わ
れ

ま
し
た
。

あ
い

さ
つ
の

あ

と
、

小
樽
支

部
の
う

た
ご
え

サ
ー
ク

ル
の
皆

さ
ん
の

小樽支部うたごえサークルの皆さん

指
導
で
、
被
爆
者
へ
の
鎮
魂

を
込
め
て
、
運
河
に
う
た
ご

え
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

酪
農
民
の
土
地
を
買
収
し

て
、
矢
臼
別
に
日
本
一
広
大

な
自
衛
隊
演
習
場
と
基
地
を

建
設
す
る
た
め
に
、
暗
躍
し

た
自
衛
隊
に
、
土
地
買
収
に

応
ず
る
こ
と
な
く
、
平
和
で

豊
か
な
酪
農
郷
を
め
ざ
し
て
、

基
地
反
対
を
貫
い
た
農
家
３

戸
を
支
援
し
、
激
励
す
る
た

め
に
、
多
く
の
団
体
が
連
帯

し
て
始
ま
っ
た
「
矢
臼
別
平

和
盆
踊
り
」
が
、
１
９
６
５

か
ら
毎
年
欠
か
す
こ
と
な
く
、

年
を
迎
え
ま
し
た
。

60８
月
９
日
、
６
０
０
名
が矢臼別にて、札幌北支部の皆さん

参
加
し
、
盛
大
に
交
流
し
ま

し
た
。
釧
路
支
部
は
、
総
勢

名
が
参
加
し
、
焼
肉
で
夕

24食
交
流
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
ス
テ
ー
ジ
集
会
・
文
化

交
流
・
盆
踊
り
、
近
年
に
な

い
豪
華
な
花
火
大
会
な
ど
で

楽
し
み
、
交
流
を
図
り
ま
し

た
。札

幌
北
支
部
も
村
山
副
支

部
長
が
毎
年
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
支
部
や
地

域
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
貸

し
切
り
バ
ス
を
仕
立
て
て
６

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

音
更
支
部

補
聴
器
購
入
助
成
で

音
更
町
と
懇
談

《活動日誌》
８月度

13日(水)第23回北見支部定期大会
15日(金)第1回常任執行委員会

年金支給日宣伝
19日(火)第2回執行委員会

女性部役員会
23日(土)第34回美唄支部定期大会
27日(水)第37回札幌北支部定期大会

９月度
2日(火)女性部役員会

《活動予定》
9日(火)石狩ブロック会議

9-10日中央本部執行委員会
10日(水)全国都道府県連本部委員長

書記長会議
第２回常任執行委員会

11-12日第21回全道女性部交流の旅
16日(火)第3回執行委員会

女性部役員会
19日(金)釧路ブロック会議
24日(水)十勝ブロック会議
25日(木)第29回札幌厚別定期大会

当別支部年金学習会
27日(土)第37回札幌東支部定期大会

第31回江別支部定期大会
29日(月)第 37回札幌豊平支部定期大会
30日(火)後志ブロック会議

支

部

だ

よ

り

小
樽
支
部
う
た
ご
え
で

運
河
か
ら
被
爆
者
を
追
悼
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釧
路
・
札
幌
北
支
部

第

回
矢
臼
別
平
和

60

盆
踊
り
に
参
加

支
部
大
会

☆
北
広
島
支
部

８
月
３
日

委
員
長

下
館

英
彦

書
記
長

伝
法

俊
美

☆
北
見
支
部

８
月

日
13

委
員
長

福
岡

正
好

書
記
長

木
村

正
寿

☆
美
唄
支
部

８
月

日
23

書
記
長

福
田

征
機

☆
札
幌
北
支
部

８
月

日
27

委
員
長

長
森

ヒ
ナ
子

書
記
長

小
山

勲



室
蘭
支
部

奥
田
八
重
子

札
幌
清
田
支
部

鈴
木
照
子

網
走
支
部

山
本

玲
子 芽室支部 山本 美千子

網
走
支
部

高
間
尚
子

当
別
支
部

相
馬
ひ
ろ
子

江
別
支
部

木
村

豊
子

苫小牧支部 中島 浩子

江
別
支
部

徳
井

紀
子

網
走
支
部

大
西

一
興

札幌清田支部 松田ヒデ子
札幌清田支部 西村トメ子

札幌清田支部 西村トメ子

ち
ぎ
り
絵

２０２５年９月９日 道年金者組合ニュース 第４４ 1号（２）

文

芸

欄

俳

句

放
牧
の
馬
の
た
て
が
み
跳
ね
て
真
風

ま

じ札
幌
白
石
支
部

岩
渕

有

暮
ら
し
闇
医
療
支
援
切
り
能
登
残
暑札

幌
東
支
部

北
川

恭
三

夏
野
菜
届
く
故
郷
の
土
を
つ
け

札
幌
白
石
支
部

山
本

正
博

生
き
る
こ
と
巣
立
つ
小
鳥
の
声
で
聞
く

札
幌
白
石
支
部

福
尾

弘
子

汗
拭
い
空
を
仰
げ
ば
鱗
雲

旭
川
支
部

撮
り
鉄
爺
さ
ん

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
残
暑
を
握
る
求
人
票室

蘭
支
部

落
合

敏
子

墓
参
り
母
の
形
見
の
帯
締
め
て

室
蘭
支
部

上
野

利
久

汗
吹
き
出
す
拭
い
拭
い
て
夕
仕
度

北
見
支
部

河
西

澄
子

何
も
か
も
放
り
出
し
た
し
秋
暑
し

網
走
支
部

弘
夢

川

柳

逆
流
と
歪
み
を
正
す
声
高
く

十
勝
支
部

金
倉

俊
嗣

Ｊ
Ｒ
廃
線
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も

旭
川
支
部

中
易
政
四
郎

経
団
連
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
世
の
流
れ

芽
室
支
部

千
葉

清
晃

冤
罪
が
晴
れ
て
も
謝
ら
ぬ
こ
わ
い
国岩

見
沢
支
部

弥
之
輔

短

歌

ふ
る
さ
と
の
祭
り
の
日
に

敗
戦
の
ラ
ジ
オ
を
き
き
い
て
泣
き
伏
す
大
人

網
走
支
部

浩
子

夕
映
え
に
や
さ
し
い
川
面
の
ど
こ
ま
で
も

あ
の
日
忘
れ
ぬ
原
爆
ド
ー
ム

旭
川
支
部

ゆ
き
ん
こ

作
品
応
募
先

０
１
１/

８
７
６/

８
５
１
１/

メ
ー
ル

do
n
en
k
in
@
sirius.o

cn
.n
e.jp

/

fax

宛
先

:

札
幌
市
白
石
区
菊
水
１
条
４
丁
目
１-

５-

２
０
２


